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１　主要年表

年　号 西　暦 主　　な　　出　　来　　事

・立花由松、阿部屋（あぶや）の鮭漁場の納屋守として、対雁に移住

・対雁村の設置　・仙台涌谷領から農民21戸対雁に移住　・豊平川（対雁）渡船の設置

・対雁で本道初の排水工事が行われる　・対雁街道（札幌偕楽園－雁来－対雁）の開通　・石狩川、

対雁－篠津の渡船官設

・対雁移住の涌谷移民、19戸が雁来に転出　・榎本武揚、対雁に10万坪の土地を買い受ける

・ライマン、対雁を見分

・上州島村（現群馬県伊勢崎市境島村）の養蚕家田島弥平、対雁、篠津方面に桑樹調査

・樺太アイヌ、宗谷より対雁へ強制移住させられる　・対雁村井戸１か所完成（江別最初の井戸）

・篠津太に上州式100坪３階建養蚕室を建設、琴似、山鼻の屯田より養蚕の実習に通う

・対雁の樺太アイヌの授産施設“製網所”が設けられる、同所内に“移民教育所”（民設）（現対雁

小）を開設　・ジョン・バチュラー、札幌に対雁移民“デンベ”を招き、アイヌ語を習う、その折、

対雁、当別を訪ねる

・対雁土人教育所（学務局の直轄）の開設　・第１次江別屯田兵10戸入地　・江別川（市街－三角

地）渡船の官設　・江別村の設置　・黒田清隆開拓長官“対雁移民教育所”を訪ねる　・榎本武揚、

ロシアからの帰途“対雁移民教育所”を訪ねる

・対雁駅逓所の開設　・対雁移民教育所、独立校舎を設け“対雁学校”と改称　・コレラにより樺太

アイヌ移住者罹患者74人中30人死亡

・篠津にロシア大工により丸太組屯田兵屋20戸を建設　・江別、対雁両村戸長役場の設置（対雁村）

・対雁渡船場開設　・江別屯田（12戸）にエドウィン・ダン指導で土管暗渠施工（道内の先駆け）

・江別、対雁、篠津の３村共同墓地、対雁に設置　・篠津村の設置　・江別、対雁、篠津の３村戸長

役場となる　・第１次篠津屯田兵19戸入地　・伊藤博文、篠津の養蚕室視察

・「対雁移民保護法」の廃止　・札幌－江別間に鉄道開通　・江別駅の開業　・山県有朋、西郷従道、

篠津屯田を視察　・養蚕室で寺子屋教育始める（旧篠津小）　・大倉汽船、江別－月形間に“樺戸丸”

を就航させ物資の輸送にあたる

・幌向村の設置（札幌県告示、対雁戸長所掌）　・開成社、江別太に３戸入植　・小松宮彰仁親王、

松方正義、篠津屯田を視察

・第２次江別屯田兵75戸入地　・石狩川に官用鉄船、神威丸、安心丸の就航

・第３次江別屯田兵43戸入地　・第２次篠津屯田兵30戸入地　・第１次野幌屯田兵138戸入地

・戸長役場を対雁から江別村に移す　・第４次江別屯田兵28戸入地　・第２次野幌屯田兵87戸入地

・北越殖民社、江別太石狩川畔に10戸（試墾移民）入植　・第３次篠津屯田兵10戸入地　・公立江別

東学校（旧江別小）、公立江別西学校（現江別第二小）の開校　・対雁の樺太アイヌ、コレラ、天然

痘で約300人死亡のため、ほかの者全て石狩に移転する

・江別登記所の開設　・札幌警察署江別分署、石狩警察署篠津分署の設置　・桂太郎、篠津屯田を視

察　・江別屯田兵村番外地の一部を区画割し、一般に貸付開始

・野幌兵村会設立　・月形－篠津街道の開通

・公立篠津小学校（旧篠津小）の開校　・篠津村戸長役場の廃止　・石狩川汽船会社、空知丸・上川

丸の就航（江別－月形）　・白石街道（厚別－大曲－４番通－８丁目－１番通）完成　・野幌駅の開

業　・小野幌、豊幌に最初の移民あり

・北越殖民社集団入植115戸野幌に入る　・対雁、真願寺境内に樺太アイヌの供養碑建立　・野幌兵

村番外地の市街化が始まる

・江別太煉化石工場の開業（現東光町）　・野幌兵村で乳牛10頭（官の払い下げ）の搾乳販売　・石

狩警察署篠津分署の廃止　・大麻に最初の移民あり

・江別町（市街地）尋常小学校の開校　・天然痘がいちじるしく猛威をふるう

・江別郵便局で電信取扱　・庁立泥炭試験場を対雁に設置（明治43年廃止）　・篠津兵村養蚕室の廃止

・武田重兵衛、市街地～一原間の渡船開始（重兵衛渡し）

・日清戦争のため野幌兵村174人に動員令が下り出兵　・野幌原始林、禁伐採林に指定　・八幡に最

初の移民あり

・篠津村から“新篠津村”分村　・野幌小学校の開校（明治24年より寺子屋式教育を開始）

・江別大火（市街地130戸のうち約100戸焼失）　・江別分署、警察署に昇格　・憲兵屯所の設置

・劇場“千歳座”の開業

・北海道炭礦鉄道、野幌煉瓦工場の創業　・幌向太分教場（現豊幌小）の開設　・第一原野に簡易教
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年　号 西　暦 主　　な　　出　　来　　事

育所（旧江北小）の開所　・石狩運漕汽船で千歳川航路を就航　・公設江別消防組の創設　・萩ヶ岡

（水源涵養林）より市街地に竹樋で飲料水を供給　・対雁川下（現中島）に最初の入植あり

・札幌区裁判所江別出張所の設置　・江別尋常高等小学校の開校（江東小と江別町小の合併）

・麻畑簡易教育所（現大麻小）の開所（明治31年に寺子屋式で開始）　・公設野幌消防組の設立

・幌向村の南６線以北を江別村に編入する

・補助航路“石狩川線”（江別－月形、江別－石狩）の就航開始　・“煉化もち”野幌駅売りを開始

・三原小学校（旧美原小）の開校～簡易小学校

・日露戦争のため野幌屯田兵村70人が出征　・人力軌道“石狩川線”の敷設

・養蚕検査所の設置（元屯田兵村大隊本部内）　・志分別に簡易教育所を開所（大正５年野幌小に合併）

・二級町村制の施行（江別、篠津、対雁の３村合併し、江別村とする）　・初の村会開催

・富士製紙江別工場専用岐線の創設

・富士製紙江別工場（当時は北海道工場）の開業、石狩川の流送を開始（大正８年貨車輸送に切替え）

・一級町村制の施行　・村長に名越源五郎就任　・江別－野幌間の鉄道複線化開通

・江別ヤツメウナギ組合の設立　・対雁学校卒業生の山辺安之助、白瀬南極探険隊の一員として日本

を出発

・皇太子、富士製紙江別工場を訪ねる　・町火災予防組合の設立

・小野幌の一部、白石村に編入　・十二銀行江別町派出所（現北陸銀行江別支店）の開設

・江別市街地に電燈が点灯（634戸中210戸）　・野幌森林防火組合の設立　・旧野幌中隊本部を８丁

目沿に移設　・野幌国有林の全域、禁猟区となる

・国費による篠津原野土地改良事業はじまる　・江別自転車大会開催、参加者２万人

・江別町となる（町制施行）、人口16,732人、戸数２,389戸　・初代町長に名越源五郎就任

・飛烏山に“平地馬場”を造成、江別競馬の開催

・野幌兵村に畜牛組合の設立　・江別産乳組合の創立

・小野幌の一部（大正２年移管の残余）白石村に編入　・江別市場の開設

・対雁の榎本（武揚）農場、小作人８人に土地を譲渡する　・公立西角山小学校（旧角山小）の開校

・石狩大橋の完成　・第１回国勢調査の実施（人口18,992人）

・野幌原始林の一部（320.5ha）、特別天然記念物に指定

・石狩川対雁新水路の掘削開始（昭和８年完工）

・江別紋章制定（現市章）

・町営屠場の開設　・篠津屯田兵村財産区の解散　・野幌兵村の電化なる

・江当軌道、江別－当別間の開業（８月）　・石狩川定期航路休航

・開村50年記念式の開催（６月）　・飛烏山競馬場で江別競馬開催（６月）　・西野幌の“みずほの

池”（水田貯水池）の完成（８月）　・町村農場、石狩町から対雁（旧永山農場跡）に移転（９月）

・町立江別実科高等女学校の開校（昭和７年、町立北海道江別高等女学校に改称）（４月）　・江別第

三尋常小学校（旧江別第三小）の開校（江別尋常小より分離独立）（10月）

・江別商工会の発足（４月）　・男子普通選挙制による初の町会議員選挙（議員定数24人）の執行

（５月）　・石狩川渡船事故で十数人死亡（７月）　・夕張鉄道、栗山－野幌間の開業（11月）

・対雁に“樺太移住旧土人先祖之墓”慰霊碑を建立（８月）　・豊平川畔元江別の丘陵地で北海道式

古墳群の発掘

・８月以来の長雨と集中豪雨で大水害発生（９月）

・江別高等女学校、庁立に移管（４月）　・富士製紙合併で、王子製紙となる（５月）　・石狩川対

雁新水路の完成（８月)　・篠津小学校浦篠津分教場（旧八幡小）の開設（９月）

・江当軌道、札沼線の開通で営業を廃止（４月）　・江別競馬、町村農場西隣りの新馬場で開催（６月）

・石狩川汽船“上川丸”（江別－月形間就航）廃船（１月）　・江別町全地域の町名地番改正（４月）

・江別大橋の完成（10月）　・大日本電力江別火力発電所の設立（12月）

・新夕張川に鉄橋が完成（３月）　・夕張川新水路の完成（８月）　・町が美原にヤツメウナギの乾

燥場設置（８月）　・昭和天皇、野幌原始林に行幸（10月） ・大日本電力江別火力発電所の専用線

の敷設（６月）　・千歳村ママチの共同薪炭備林で製炭開始（８月）

・旧野幌中隊本部の移設（跡地に錦山神社を移す）　・国道27号（江別駅－江別橋間）で市内初の道

路舗装工事を開始

・石狩川巴農場新水路の完成（６月）　・軍馬養成の方針により江別競馬、秋季開催を最後に廃止（９月）
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年　号 西　暦 主　　な　　出　　来　　事

・野幌公会堂の完成（12月）

・江別警防団の発足（消防組と防護団が統合）（４月）　・町農会が元江別に家畜診療所開設（７月）

・江別米穀配給組合の設立（３月）　・八幡小学校の開校（浦篠津分教場が独立）（４月）　・対雁

に工兵訓練所設置

・篠津郵便局の開設（３月）　・豊平川新水路の完成（７月）　・江別で初の本格的な防空壕築造

・防空のための監視 の設置（仮施設）（５月）　・野幌機農学校の開校（６月）　・農地開発営団、

角山地区に約１千町歩の開墾基本工事施工

・北陸銀行江別支店の開業（十二銀行江別支店他４行合併）（７月）　・機農部落、旧豊平川右岸に

移転、開墾を開始

・王子航空機江別製作所の設立（５月）　・江別町に「都市計画法」適用される（５月）　＜戦前＞

・元江別に飛行場完成（４月）　・木製戦闘機キ－106試作１号機完成（５月）　　　　　＜戦後＞

・キ－106初飛行に成功（６月）　・拓北農兵隊33世帯、東京世田谷から入植（７月）　・米戦闘機

グラマンによる江別空襲（死者４人）（７月）　・新野幌で戦後開拓（緊急開拓）始まる（９月）

・王子航空機江別製作所、ＧＨＱの賠償工場の指定を受ける（昭和23年、指定解除）（１月）　・江

別町連合青年会の発足（５月）　・江別火力発電所、ＧＨＱの賠償工場の指定を受ける（昭和27年、

指定解除）（８月）

・学制改革により江別第一、江別第二、江別第三中学校及び江別第一中美原分校（旧美原中）、江別

第二中野幌分校（現野幌中）、江別第三中篠津分校（旧篠津中）を開校（５月）　・初のメーデー実

施（５月）　・北海道拓殖銀行江別支店の開業（５月）　・対雁の旧軍隊兵舎４棟を改造し、引揚者

住宅とする（10月）　・北日本製紙産業の設立（12月）

・国立札幌病院付属江別診療所の開設（３月）　・野幌中学校の開校（江別第二中野幌分校が独立）（４

月）　・江別高等女学校を江別高等学校に改編（４月）　・野幌機農高等学校の開校（４月）　・江別町

農業協同組合、野幌農業協同組合、江別農業協同組合の設立（４月）　・教護会の発足（のちの育成

会）（４月）　 ・江別製粉の設立（５月）　・新野幌小学校の開校（７月）　・北越殖民社、解散を決議

（７月）　・角山開拓農業協同組合の設立（８月）　・開基70周年記念式典の開催（10月）　・美原豊

栄開拓入植の開始（11月）　・新野幌開拓農業協同組合の設立（11月）　・野幌高等学校の開校（道内

唯一の季節定時制農業高等学校）（12月）　・札幌保健所内で江別保健所の業務開始（12月）

・初の成人式の開催（１月）　・町火災予防条例の制定（３月）　・札幌公共職業安定所江別出張所が業

務開始（４月）　・江別太小学校の開校（４月）　・江別電報電話局の開設（６月）　・農業共済組合の設

立（６月）　・酪農学園大学部（２年制各種学校）の開校（７月）　・元江別の一部を緑町東１丁目～

緑町東４丁目、緑町西１丁目～緑町西３丁目、一番町北１丁目、一番町南１丁目に町名変更（８月）

・江別漁業協同組合の設立（８月）　・家畜人工受精所の開設（10月）　・下の月小学校の開校（11月）

・町役場野幌出張所の開設（２月）　・公民館条例の制定（４月）　・“町政だより”（広報）の創刊

（５月）　・江別商業協同組合の設立（５月）　・飛烏山公園野球場オープン（６月）　・第１回町

民体育大会の開催（９月）　・第７回国勢調査の結果、人口３万人超える（人口31,647人、５,670世

帯）(10月）　・北海道立工業試験場工芸部窯業分室の開設（10月）

・保育所の開設（初の町立保育所“みどり”）（３月）　・町立病院の開院（国立からの移管、現市

立病院）（４月）　・大麻開拓農業協同組合の設立（５月）　・江別商工会議所の設立（９月）　・公

営住宅条例の制定（10月）　・札幌開発建設部江別事業所の開所　・篠津総合開発“篠津運河”掘削

ほか事業開始

・初の失業対策事業実施（２月）　・国民健康保険事業の開始（４月）　・婦人団体連絡協議会の発足

（４月）　・石狩中央信用金庫の開業（５月）　・江別町警察署、国家警察に移管（６月）　・住民登録

法施行による第１回人口調査の実施（７月）　・第１回町民文化祭の開催(11月）

・江別地区保護司会の発足（３月）　・国道27号（札幌－岩見沢間）を国道12号に改称（４月）　・江

別大火～市街中心部焼失（227棟、１,305人被災）（５月）　・義宮殿下、町村農場を見学（７月）

・江別郵便局新局舎江別駅前に完成（９月）　・江別電報電話局新局舎、４条５丁目に完成（10月）

・巴農場に陸橋完成、陸の孤島解消（10月）

・江別土建協会の発足（１月）　・国道12号線江別橋永久橋に架け替え（５月）　・幌向村との合併が

見送りとなる（５月）　・江別市となる（市制施行）、人口34,359人、６,117世帯（７月）　・初代市

長に古田島薫平就任（７月）　・市制施行記念式典の開催（８月）　・昭和天皇の巡幸（８月）　・旧

豊平川新水路（現厚別川下流部）の通水（９月）　・篠津地域総合開発事業、世界銀行の融資採択
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年　号 西　暦 主　　な　　出　　来　　事

・江別第三中学校八幡分校（旧八幡中）の開校（１月）　・母子会の発足（１月）　・札幌市との境

界一部変更～上福移（角山豊石）を江別に編入、市域面積188.642k㎡となる（４月）　・飛烏山陸

上競技場の完成（７月）　・野幌酪農協同組合の設立（９月）　・江別産業会館の完成（10月）　・大

火災被災者のため元江別（現弥生町）に公営住宅建設（10月）　・国土地理院の改測により面積

188.83k㎡となる（10月）

・南美原土地改良区の設立（１月）　・篠津地域泥炭地開発事業の開始（２月）　・角山開拓地区の電

化（３月）　・対雁の引揚者住宅等を市営住宅に改称（４月）　・上水道創設事業開始（５月）　・新野

幌開拓部落で水道通水（５月）　・国鉄豊幌駅の開業（11月）　・浄水場通水し、一部へ給水開始（12

月）　・乳牛経済検定組合連合の発足（12月）

・千古園を市公園に整備（４月）　・旧林業試験場跡に北海道林木育種場の開設（４月）　・野幌窯業

振興会の設立（４月）　・野幌酪農業協同組合の設立（５月）　・江別観光協会の発足（７月）　・元

野幌の一部を野幌町に町名変更（７月）　・篠津中央土地改良区の設立（７月）　・元野幌の一部を野

幌町に編入、福移の全部を角山に編入（８月）　・市水道に消火栓36基敷設（10月）　・上江別に母子

寮完成（12月）・公益質屋の開設（12月）　・ＮＨＫ野幌ラジオ放送所の完成（12月）　

・野幌屯田兵第二中隊本部、北海道指定有形文化財に指定（４月）　・酪農学園女子高等学校（現とわ

の森三愛高等学校）の開校（４月）　・北海道工業試験場野幌窯業分場の開設（工芸部窯業分室から昇

格）（４月）　・野幌太太神楽保存会の発足（４月）　・篠津総合開発、南美原地区への通水式（５月）

・公民館の完成（８月）　・美原拡張開拓の入植開始（９月）　・市立江別高等看護学院の開校（９月）

・都市公園条例の制定（10月）　・開基80周年、市制５周年記念式典の開催（11月）

・除雪事業の開始（１月）　・赤十字奉仕団の発足（２月）　・江別高等学校、校舎の大半を焼失

（２月）　・篠津の一部を中島に町名変更（４月）　・第２代市長に松川清就任（５月）　・国鉄バ

ス、江別駅前－対雁市営住宅間路線の初運行（５月）　・国道12号野幌８丁目交差点に市内初の自動

信号機の設置（８月）　・自衛隊の協力で角山、対雁地区と元江別を結ぶ５丁目通が旧豊平川を埋立

て、連絡される（８月）　・市消防本部、消防署の設置（10月）　・防犯協会の発足（12月）

・江別第三中学校角山分校（旧角山中）の開校（１月）　・酪農学園大学（国内初の酪農専門大学）

の開学（４月）　・石狩川観光遊覧船の就航（江別－石狩）江運丸（７月）　・小児マヒ猛威をふる

う（７月）　・江別小に初の学校プール設置（８月）　・江別ガスの創立（８月）　・商工観光夏祭

りに石狩川花火大会の実施（昭和56年の中止まで毎年実施）（８月）　・新火力発電所建設に伴い、

坊主山遺跡の発掘調査実施（９月）　・江別高等学校新校舎、向ヶ丘に完成（10月）　・小森忍さん北

海道文化賞受賞（11月）　・都市ガス供給開始（11月）　・農事有線放送開始（江別市、野幌両農協）

・江別市総合建設計画スタート（４月）　・国民年金制度スタート（４月）　・野幌窯業界、原土の共

同採取開始（４月）　・元江別の一部を弥生町、一番町に町名変更（４月）　・一番町北１丁目、一番

町南１丁目を一番町に編入、元江別の一部を弥生町に編入（５月）　・２番通の大麻と野幌間の沢地

など改良され連絡される（６月）　・記録的な集中豪雨で、昭和７年以来の大水害（７月）　・中央

通の舗装（220m）完成（10月）　・第１回市政功労者表彰（12月）

・交通安全都市宣言（３月）　・町村敬貴さん藍綬褒章受章（６月）　・市水道事業、企業会計に移行

（７月）　・道防災総合演習、石狩川で実施（８月）　・江別小で初の完全給食実施（９月）　・豊幌

小で完全給食実施（小規模校では管内初）（10月）　・上水道野幌地区に給水（10月）　・しょう紅熱市

内に広がる（10月）　・江別電報電話局新局舎完成、江別－札幌間がダイヤル即時通話可能となる（12月）

・道営大麻団地の開発決定（２月）　・江別屯田兵村財産区の解散（２月）　・北電新江別火力発電

所１号機運転開始（２月）　・王子の一部を７条６丁目に編入（８月）　・産米出荷数量10万俵突破

（10月）・江別屯田兵村記念館の完成（中央公民館に併設）（10月）　・豊幌地区に簡易水道敷設

（11月）・元江別の一部を高砂町、向ヶ丘に町名変更、元野幌の一部を幸町、錦町に町名変更（12

月）　・東野幌に炭鉱離職者住宅完成（12月）

・東野幌小学校の開校（１月）　・江別を含む道央地区、新産業都市に指定（４月）　・都市計画法に

基づく用途地域指定実施（４月）　・角山、機農、豊幌地区で農業構造改善事業開始（６月）　・大麻

団地の起工式（８月）　・八幡に市内初の排水機場設置（９月）　・上江別の一部を東野幌に、元野幌

の一部を幸町に、元江別の一部を高砂町に編入（10月）　・市制10周年記念式典の開催（10月）　・北

海鋼機の操業開始（10月）　・町村敬貴さんに初の名誉市民の称号が贈られる（10月）　・老人クラブ

連合会の発足（11月）　・大麻団地への入居開始（第１期276戸）（12月）　・角山橋完成（12月）　・中

央バス江別ターミナルの完成（12月）
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年　号 西　暦 主　　な　　出　　来　　事

・元野幌の一部を晴美町、南樹町に、大麻の一部を大麻西町、大麻扇町、大麻沢町、大麻宮町、大麻

中町、大麻高町、大麻東町、大麻園町に町名変更（２月）　・篠津運河再堀通水（４月）　・消費生

活モニター制度の発足（４月）　・第１回江別福祉大会の開催（７月）　・角山、野幌の両排水機場

の完成（10月）　・佐川誠一さん（市立病院長）の市葬（10月）　・大麻団地で市内初の公共下水道

使用開始（12月）　・北海道消防学校、札幌から新築移転（12月）

・広域商業診断の実施（１月）　・新野幌小学校の廃校（３月）　・北海道女子短期大学の開学（４

月）　・文化協会の発足（４月）　・下水道７か年計画スタート（４月）　・更生保護婦人会の発足

（５月）　・野幌兵村財産区の解散（７月）　・石狩川ゴルフ場オープン（８月）　・江別土地改良区

の設立（８月）　・あかしや保育所の開設（10月）　・江北中学校の開校（美原、篠津、八幡の３中学

校統合）（11月）　・国鉄大麻駅の開業（12月）　・市役所新庁舎、高砂町に新築移転（12月）　・第

二公民館の開館（野幌公民館の前身）（12月）　・自治連絡協議会の発足（12月）

・道立図書館、札幌から移転開館（４月）　・市ホームヘルパー制度の開始（４月）　・市内校で初

のスクールバス運行開始（旧江北中）（５月）　・市民相談所の開設（８月）　・全道ホルスタイン

共進会の開催（９月）　・野幌郵便局新局舎の完成（10月）　・町村敬貴さん北海道文化賞受賞（11

月）　・し尿処理場の完成（12月）　・土地区画整理条例の制定（12月）

・初の婦人交通指導員（緑のおばさん）の配置（４月）　・江別市旗の制定（５月）　・野幌原始

林、道立自然公園に指定（５月）　・札幌商科大学（現札幌学院大学）の開学（５月）　・学校開放

事業の開始（旧江別小体育館）（５月）　・江別開基90周年、市制15周年記念式典の開催（６月）　・江

別消防署、救急業務開始（119番）（７月）　・町名の字名廃止（８月）　・市内で電車運行開始（国

鉄函館本線小樽－滝川間電化完成）（８月）　・江別小前に市内初の歩道橋完成（８月）　・江北小

学校の開校（８月）　・市立病院病棟新築工事竣工（９月）　・市役所大麻出張所の開設（９月）　・市

消防本部庁舎、高砂町に新築移転（10月）　・新石狩大橋（918ｍ）の完成（10月）　・江別開拓記

念像“不死鳥”庁舎前に建立（11月）　・大麻団地人口１万人を超える（11月）　・野幌屯田兵村記

念館の完成（11月）　・大麻中学校の開校（12月）　・札幌通産局、対雁地区を優良工業適地指定

（12月）　・市民憲章の告示（12月）

・学校給食センター業務開始（１月）　・豪雪のため国道12号線江別大橋付近で車両約500台が立ち

往生（２月）　・江別消費者協会の発足（４月）　・市民憲章推進協議会の発足（７月）　・町村敬

貴さん（名誉市民）の市葬（８月）　・大麻東小学校の開校（11月）　・野津幌川９号橋の完成（11

月）　・札幌から道立教育研究所が新築移転（12月）　・文化財保護条例の制定（12月）

・江別振興公社の設立（１月）　・江別太の一部を東光町に町名変更（４月）　・榎本武揚顕彰碑騎馬像

建立（６月）　・市街化区域の決定（２,210ha）（７月）　・商工観光夏祭りの中央通会場で買物公園（歩

行者天国）実施（８月）　・榎本公園の完成（９月）　・北日本製紙と王子製紙が合併し、王子製紙江別

工場となる（９月）　・千歳市所在の市有林を千歳市に売却（９月）　・第11回国勢調査の結果、人口

63,762人、世帯数17,223世帯となって伸び率が道内市部で全道一（10月）　・お茶の水排水機場完成（10

月）　・中島橋の完成（10月）　・江別市、農業振興地域に指定される（10月）　・豊幌１号橋の完成（11月）

・石狩川“重兵衛渡し”渡船廃止（３月）　・第３代市長に山田利雄就任（５月）　・福祉センターの

開設（５月）　・第２期市総合建設計画の策定（６月）　・江別市勤労青少年体育センター完成（７

月）　・千古園、火薬庫、市指定文化財史跡に指定（８月）　・野幌駅前広場完成（９月）　・榎本公園

に對雁百年碑建立（９月）　・八幡小、篠津小学校に統合（９月）　・ゴミ収集手数料無料化の実施

（10月）　・市の花に“菊”、市の木に“ナナカマド”の制定（11月）　・大麻西小学校の開校（12月）

・東野幌青少年会館の開設（１月）　・青年センター温水プールオープン（１月）　・皇太子殿下、同妃殿

下“あすをきずく青少年のつどい全国大会”（北海道女子短期大学）にご臨席のため行啓（２月）　・野幌高

等学校に全日制普通科設置（３月）　・労働会館の開設（８月）　・道内初のゴミ粉砕処理場建設（11月）

・下水道終末処理場の完成（３月）　・黒田清隆揮毫の扁額“對鴈學校”“冨貴在苦學労力”、市指

定有形文化財に指定（３月）　・野幌太々神楽、市指定無形民俗文化財に指定（３月）　・乳児（１

歳未満）医療費無料化の開始（10月から３歳未満児まで拡大）（４月）　・土地開発公社の設立（５

月）　・市民会館オープン（５月）　・西野幌の一部を文京台に町名変更（６月）　・北海道農業協

同組合学校の開校（７月）　・若草乳児保育園の開設（９月）

・大麻公民館の開館（１月）　・石狩東部広域水道企業団の設立（３月）　・夕張鉄道、栗山－野幌間

の旅客輸送廃止（４月）　・道江別保健所、錦町に移転（４月）　・公害防止条例制定（６月）　・第

１回農業まつり開催（７月）　・第１回市民まつり開催（８月）　・史跡“対雁駅逓の松”伐採（10
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年　号 西　暦 主　　な　　出　　来　　事

月）　・元野幌の一部を大麻泉町、大麻栄町、大麻新町に、晴美町を大麻晴美町に、南樹町を大麻南

樹町に町名変更（11月）　・第二給食センター（対雁調理場）の完成（11月）　・江別工業団地協同

組合の設立（12月）

・夕張鉄道、栗山－野幌間の貨物輸送の廃止により全線廃止（３月）　・緑町に言語治療教室（こと

ばの教室）の開設（52年１月、中央小に移設）（４月）　・東野幌の一部を東野幌本町に、西野幌の

一部を野幌若葉町に町名変更、緑町東１丁目、緑町東２丁目の一部を王子に編入（７月）　・野幌老

人憩いの家開設（10月）　・夜間急病診療所の開設（12月）

・商店街振興組合連合会の設立（３月）　・江別第一中学校に情緒障害児学級開設（道内初）（４月）

・石狩大橋架け替え（第１期工事）完成（11月）　・国道12号江別バイパスの完成（11月）　・江別

太の一部を東光町に編入し、江別太の一部を朝日町、あけぼの町に町名変更（11月）

・中央小学校の開校（１月）　・市営屠畜場の廃止（３月）　・江別・グレシャム都市提携委員会の

発足（４月）　・米国オレゴン州グレシャム市と姉妹都市の盟約調印、併せて商工会議所姉妹提携

（５月）　・日本野鳥の会江別支部の発足（10月）　・肢体不自由児通園施設あゆみ園の開設（10月）

・弥生保育園の開設（２月）　・対雁、角山、元江別の一部が工栄町に町名変更（３月）　・三愛女

子高等学校、縦貫道建設に伴い移転（３月）　・大麻泉小学校の開校（４月）　・高齢者事業団の設

立（道内初）（４月）　・市民体育館の開館（５月）　・江別郵便局舎完成（６月）　・市街化区域

の見直し（２,460haとなる）（６月）　・江別百年記念式典の開催（７月）　・高知県土佐市と友

好都市の盟約調印（７月）　・江別百年記念事業のタイムカプセル埋設（10月）　・野幌高等学校、

西野幌から元野幌へ新築移転（12月）

・大麻体育館の開館（３月）　・古田島薫平さんに名誉市民の称号が贈られる（３月）　・白樺保育

所、新築移転（４月）　・大麻東中学校の開校（４月）　・ゴミの分別収集開始（４月）　・学校給

食に米飯給食導入（10月）　・第１回樺太移住殉難者慰霊墓前祭の開催（11月）　・上江別の一部を

上江別東町、上江別西町、上江別南町に町名変更（11月）　・東光橋の完成（11月）　・美原に農村

環境改善センター開設（12月）

・江別橋の解体撤去（１月）　・下の月小学校の廃校（旧江別小へ統合）（３月）　・野幌中学校の

新築移転（４月）　・元野幌と野幌町の一部を野幌松並町、野幌末広町に町名変更、元野幌の一部を

野幌住吉町、野幌代々木町に町名変更（９月）　・道立総合運動公園が西野幌下学田に位置決定（９

月）　・ヤングテレホンの開設（10月）　・大麻老人憩いの家の開設（10月）　・西野幌に野幌農村

環境改善センター開設（11月）

・東京江別会の発足（１月）　・西野幌の一部を文京台東町に、西野幌と文京台の一部を文京台南町

に町名変更（１月）　・市立高等看護学院の廃止（３月）　・“市立病院準用財政再建計画”スタート

（３月）・ゴミ焼却処理場完成、運転開始（４月）　・江別太中継ポンプ場の運転開始（４月）　・石

狩東部広域水道企業団から受水開始（４月）　・農村広場オープン（５月）　・東野幌の一部を野幌東

町に町名変更（７月）　・元江別の一部を牧場町、元町に町名変更、元江別と一番町の一部を若草町

に町名変更、対雁の一部を緑町東３丁目、緑町西３丁目に編入（11月）　・江別ユネスコ協会の発足

（12月）

・江別ガス合併により旭川ガス江別支社となる（１月）　・角山小、中学校の新校舎完成（１月）

・第１回スノーフェスティバル開催（２月）　・総合社会福祉センターの開設（４月）　・市水道庁

舎の開設（４月）　・江別太の一部を豊幌に編入（５月）　・豊幌に防災資材倉庫完成（７月）　・坊

主山遺跡出土江別式土器56点、市指定有形文化財に指定（７月）　・江別駅前“ふれあいの滝”完成

（９月）　・湯川公園の全面整備完成（10月）　・元江別の一部を元江別本町に、元野幌の一部を中

央町に町名変更、元江別の一部を向ヶ丘に、元野幌の一部を錦町に編入（11月）　・八幡に排水機場

完成（11月）

・江陽中学校の開校（４月）　・新し尿処理場の運転開始（４月）　・シルバー人材センターの設立

（高齢者事業団の組織改編）（４月）　・第４代市長に岡英雄就任（５月）　・吉井の沢橋完成（三

番通野幌－大麻間開通（８月）　・北海道縦貫自動車道、札幌－岩見沢間開通（江別東、江別西イン

ターチェンジ開業）（11月）

・市立病院、外来棟新築オープン（１月）　・勤労者研修センターオープン（２月）　・江別管工事業

協同組合の設立（２月）　・緑化推進条例の制定（３月）　・青少年スポーツ賞の創設（３月）　・空

地の環境保全“草刈り”条例の制定（４月）　・市夜間急病診療所閉鎖、市立病院夜間診療部として

再スタート（４月）　・野幌若葉小学校の開校（４月）　・大麻高等学校の開校（４月）　・元野幌の一
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部を大麻北町に町名変更、元野幌の一部を大麻に編入（４月）　・札幌商科大学、大学名を札幌学院

大学に改称（４月）　・機能回復訓練センターの開設（７月）　・市制30周年記念の“ふるさと製品

と観光展”“市制30年展”開催（８月）　・麻の実児童センターオープン（11月）　・消防署中央出

張所、３条１丁目に新築移転（12月）　・野幌公民館の新築移転（12月）　・先端産業等誘致促進条

例の制定（12月）

・市街化区域の見直し（３月）　・市“新総合計画”スタート（４月）　・電話市外局番、01138番か

ら011番に変更（４月）　・大麻の一部を大麻元町に、西野幌の一部を文京台緑町、野幌若葉町に町名

変更、西野幌の一部を文京台に編入（４月）　・深川市内に市営牧野98haを確保（６月）　・石狩川

リバーセイリングの開始（６月）　・第14回国勢調査、人口９万人突破（人口90,328人）（10月）　 ・Ｒ

ＴＮ構想（先端技術等研究施設の集積）の決定（12月）　・ランドマーク第１号の設置（12月）

・元江別の一部を見晴台に町名変更（１月）　・版画家手島圭三郎さん'86ボローニア国際児童図書

展で特別賞受賞（３月）　・江別工業団地協同組合の共同受電事業竣工（３月）　・北光小学校の開校

（篠津、江北、美原の３小学校統合）（４月）　・住民情報漢字オンラインシステムスタート（４月）　・王

子製紙江別工場の専用鉄道廃止（５月）　・東野幌の一部を東野幌町に町名変更（７月）　・市営森林

キャンプ場の完成（７月）　・ＲＴＮゾーンに雪印種苗バイオ技術研究所が進出（８月）　・第１回

市展（公募美術展）の開催（10月）　・国鉄高砂駅の開業（11月）　・江別－南幌を結ぶ江南橋完成

（11月）　・西野幌の一部を文京台に編入（11月）　・錦町に保健センターオープン（12月）　・国鉄

野幌駅南口の開業（12月）

・国鉄大麻駅南口の開業（２月）　・市立病院準用財政再建計画終了（３月）　・文京台小学校の開

校（４月）　・雪印種苗技術研究所の開所（ＲＴＮ第１号）（５月）　・青少年文化賞の創設（５

月）　・大麻３遺跡出土の土偶２体、市指定有形文化財に指定（６月）　・市有価物リサイクルバン

クの開設（８月）・全国高等学校総合体育大会の３競技を開催（８月）　・元野幌の一部を野幌寿

町、野幌屯田町、野幌美幸町に町名変更（９月）　・第１回市都市景観賞の表彰式（11月）

・とわの森三愛高等学校の開校（三愛女子高等学校と酪農学園大学付属高等学校を統合し男女共学

化）（４月）　・八幡にゴミ最終処分場使用開始（４月）　・国体リハーサル大会の開催（８月）

・市教委のレッツイングリッシュ事業スタート（８月）　・救急医療情報システムスタート（10月）

・市婦人団体協議会、おもちゃ図書館開設（11月）　・野幌郵便局、新築移転（10月）　・東野幌と

西野幌の一部を緑ヶ丘に町名変更、東野幌の一部を東野幌本町に、西野幌の一部を野幌若葉町に編入

（11月）　・白樺通のＪＲアンダーパス化、４車線拡幅工事完成（12月）

・道立工業試験場野幌分場にガラス工房オープン（１月）　・千歳座90年に幕、市内から映画館が消

える（３月）　・江別叢書第１巻“世田谷物語”刊行（３月）　・北電専用鉄道の廃止（３月）　・市

健康管理データバンクシステム運用開始（４月）　・ＲＴＮ第１工区に北海道情報大学の開学、セロ

テック研究所の開業（４月）　・情報図書館の開館（８月）　・古田島薫平さん（名誉市民）の市葬

（８月）　・野幌８丁目商店街の歩道、煉瓦舗装化（８月）　・コミュニティセンターと中央公民館オ

ープン（９月）　・はまなす国体開催（９月）　・市営墓地“やすらぎ苑”葬斎場完成（10月）　・上

江別に雇用促進住宅“サンコーポラス江別”（80戸）完成（11月）

・元野幌の一部を中央町、野幌寿町、野幌屯田町、野幌美幸町に編入（２月）　・大麻体育館の完成

（３月）　・市に気象情報オンラインシステム端末機設置（４月）　・情報図書館と市内中学校との

情報オンライン化スタート（６月）　・第１回やきもの市の開催（７月）　・“四季のみち”構想ス

タート（８月）　・野幌窯業振興会、れんが百年記念事業を実施（10月）　・グリーンモール広場の

整備完了（12月）

・市内初の流雪溝使用開始（アメニティ下水道の一環）（１月）　・北電江別発電所の閉所（３月）　・グ

リーンモール噴水の通水式（４月）　・北海道情報技術研究所の開業（４月）　・郷土資料館の開館

（４月）　・ＳＣＣ国際交流センター完成（６月）　・コンポスト購入助成の開始（７月）　・元江

別の一部を見晴台に編入（８月）　・市内初の女性消防団員（10人）誕生（８月）　・市の人口10万

人を超える（道内10番目の10万都市）（11月）

・道立食品加工研究センターの開所（２月）　・町村農場、篠津へ移転（３月）　・職業安定所、４条

１丁目に新庁舎完成移転（３月）　・野幌小学校の特認校制度開始（４月）　・ふれあいワークセンタ

ー完成（４月）　・陶芸の里実施計画の策定（４月）　・スポーツ振興財団の発足（６月）　・“矢澤

教育振興基金”の創設（６月）　・まちづくり論文入賞者決定（７月）　・東野幌の一部と西野幌の一

部を緑ヶ丘に編入（８月）　・市内小中学校で学校週５日制（隔週）スタート（９月）　・ファナック
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操業開始（ＲＴＮ第２工区第１号）（11月）

・第９回日本雪工学会開催（１月）　・市消防本部新庁舎の完成（３月）　・水道サービス公社の業

務開始（４月）　・中央中学校の開校（４月）　・上西晴治さん小説“十勝平野”伊藤整文学賞受賞

（５月）・まちづくり100人会議の発足（６月）　・江別太遺跡出土品59点、国指定重要文化財に指定

(６月)　・ＲＴＮ第２工区の日本デジタル研究所開業（９月）　・新王子製紙の設立（王子製紙と神

崎製紙の合併）（10月）　・市役所第２、第４土曜日閉庁開始（10月）　・花き栽培技術指導センタ

ーオープン（11月）

・山内倫子さん（野幌中３年）第53回全国教育美術展で特選（２月）　・江別市の“名木100選”決定

（３月）　・ガラス工芸館の開館（４月）　・市の人口北見市を抜き道内９番目となる（４月）　・第

46回北海道消防大会開催（６月）　・人口11万人突破（７月）　・全国中学校選抜体育大会（水泳・バ

レーボール）開催（８月）　・市役所、完全週５日制スタート（10月）　・セラミックアートセンター

オープン（11月）　・新総合計画後期基本計画“えべつ21、15万人都市プラン”策定（12月）　・勤労

者総合福祉センター（サンワークえべつ）開館（12月）

・江別訪問看護ステーションの開業（１月）　・草野河畔林トラスト財団の設立（１月）　・阪神淡

路大震災の支援で市水道部職員６人を神戸市に派遣（２月）　・対雁の一部をいずみ野に町名変更

（２月）　・浄水場の高度浄水処理施設完成（３月）　・えべつ昭和史の発刊（３月）　・江別勤労

者共済制度の開始（４月）　・いきいきセンター“さわまち”の開所（４月）　・屯田資料館の開館

（４月）　・第５代市長に小川公人就任（５月）　・江別市人口、室蘭市を抜き道内８位になる（５

月）　・在宅福祉サービス公社の発足（６月）　・元江別１遺跡土壙墓出土品、国指定重要文化財に

指定（６月）　・全国高等学校少林寺拳法大会組演武規定の部で大麻高等学校男女ともに優勝（７

月）　・第１回えべつ北海鳴子まつり開催（８月）　・野幌自動車排出ガス測定局（かわなか公園）

の設置（10月）　・テレホンガイドえべつ、いつでもコールスタート（12月）

・記録的な大雪－８日17時から９日９時までの降雪量63cm（１月）　・消防署大麻出張所新庁舎の業

務開始（２月）　・野幌小学校の新校舎完成（３月）　・江別高等学校、向ヶ丘から上江別に新築移転

（３月）　・対雁の一部をいずみ野に編入（４月）　・行政改革の基本方針“新行政改革大綱”発表（４

月）　・萩ヶ岡児童センターの開所（４月）　・市内初の軽費老人ホーム“ケアハウスゆうあい”の開

所（４月）　・皇太子殿下が江別市へ行啓、セラミックアートセンターを御視察（６月）　・情報公開条

例の制定（６月）　・江別国際センターオープン（７月）　・江別リサーチセンターの開所（７月）　・第

34回北海道障害者スポーツ大会、第45回全道身体障害者福祉大会開催（７月）　・縄文時代の墓と見

られる大量土壙墓“７丁目沢６遺跡”で発見（８月）　・ほくでん総合研究所の開所（９月）　・江別

観光ボランティアガイドスタート（９月）　・旧町村農場記念館の開館（10月）　・王子製紙の設立

（新王子製紙と本州製紙が合併）（10月）　・江別インターネットコミュニティの実験運用開始（10

月）　・元町の市営住宅建替え事業で市内初の８階建て高層市営住宅Ａ棟完成（10月）

・江別市在宅福祉サービス公社の事業開始（４月）　・いずみ野小学校の開校（４月）　・立命館大

学慶祥高等学校の開校（４月）　・生活安全条例の制定（道内初）（６月）　・北海道消防学校と江

別高等学校跡地で札幌圏総合防災訓練の実施（５月）　・あけぼのパークゴルフ場のオープン（６

月）　・ごみの分別収集モデル地区事業開始（７月）　・王子製紙江別工場が緑化推進運動功労者内

閣総理大臣表彰受賞（７月）　・国土地理院の計測成果により行政面積187.57km2となる（９月）

・市民文化ホール“えぽあ”オープン、大麻公民館の新築移転（10月）　・デイサービスセンター

“あかしや”の開所（10月）　・ＪＲ駅周辺に自転車等放置禁止区域の設定（10月）　・幸町に複合

型映画館併設の“江別サティ”オープン（11月）

・東野幌の一部をあさひが丘に町名変更（３月）　・岩田政勝さんに名誉市民の称号が贈られる（４

月）　 ・森の子児童センターの開所（４月）　・江別市人口12万人を超える（７月）　・江別麦の会の

発足（８月）　・江別古墳群（後藤遺跡）、国史跡に指定（９月）　・江沢民中国国家主席、町村農場

訪問（11月）　・市立病院新築オープン（市立江別総合病院から名称を江別市立病院に改称）（12月）

・市障がい者福祉計画（障がい者支援、えべつ21プラン）の策定（３月）　・上江別小学校の開校

（４月）　・江別市ホームページの開設（６月）　・特別養護老人ホーム“静苑ホーム”豊幌から元

野幌に新築移転（10月）　・道立埋蔵文化財センターの開館（11月）　・市役所庁舎西棟完成（11

月）　・環境基本条例の制定（12月）

・江別初のＮＰＯ法人“やきもの21”誕生（２月）　・豊幌地区センター（市の窓口併設）オープン（２

月）　・資源物の分別収集全市一斉に開始（３月）　・リサイクルセンター運用開始（３月）　・北
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海道女子大学、大学名を北海道浅井学園大学と改称し男女共学になる（４月）　・介護保険制度スタ

ート（４月）　・江別環境整備事業協同組合の設立（４月）　・飛烏山公園多目的広場オープン（５

月）　・岩田政勝さん（名誉市民）の市葬（８月）　・野幌鉄南地区に住民票等の証明交付窓口開設

（10月）　・豊幌の一部を豊幌花園町、豊幌美咲町、豊幌はみんぐ町に町名変更（10月）　・保健セ

ンター、錦町から若草町に移転（12月）　・いきいきセンター“わかくさ”の開所（12月）

・子育て支援センター“すくすく”の開所（１月）　・ＪＡ道央の創立（５農協合併）（２月）　・大

麻西地区センター開館（２月）　・ＪＲ高砂駅新駅舎、歩道橋完成（２月）　・学校給食センター、

中央町から元野幌に新築移転（３月）　・江別太の一部をあけぼの町に編入（３月）　・自然ふれあ

い交流館の開館（４月）　・北海道林木育種場旧庁舎、国登録有形文化財に登録（８月）　・全国中

学校体育大会で中央中男子バレーボール部、初優勝（８月）　・ＪＲ大麻駅バリアフリー化の工事完

成（12月）

・旧北陸銀行江別支店建物、国登録有形文化財に登録（２月）　・江別グレシャムアンテナショップ

（旧ヒダ工場）の開設（３月）　・完全学校週５日制始まる（４月）　・市男女共同参画基本計画の策

定（７月）　・江別経済ネットワークの設立（９月）　・上江別の一部をゆめみ野東町、ゆめみ野南町

に町名変更、上江別の一部を上江別東町、上江別南町、朝日町に編入（10月）　・江別河川防災ステ

ーションオープン（10月）　・八幡の新ゴミ処理施設“くるりん”（環境クリーンセンター）の操業

開始（12月）　・市基金条例の制定（12月）

・石狩中央信用金庫と札幌信用金庫が合併、札幌信用金庫江別支店となる（１月）　・野幌ひまわり

児童センター、元町地区センターオープン（１月）　・江別太の一部を萌えぎ野西、萌えぎ野中央、

萌えぎ野東に町名変更（２月）　・えべつ市民健康づくりプラン21策定（３月）　・市アンビシャス

プラザの開設（４月）　・特別職の専用車廃止による多用途車両（低公害車）導入（５月）　・住民

基本台帳ネットワークシステム２次稼動開始（８月）　・高齢者配食事業協会の設立（８月）

・地域スポーツクラブ“きらり”の発足（１月）　・第５次市総合計画の策定（３月）　・市中心市

街地活性化基本計画の策定（３月）　・江別ファイターズクラブの発足（６月）　・市制50周年記念

式典の開催（９月）　・台風18号による強風被害発生（９月）　・家庭ごみの有料化開始（10月）

・“江別のれんが”北海道遺産に選定（10月）　・セラミックアートセンター前、れんがモニュメン

ト完成（10月）

・江別グレシャムアンテナショップに“土佐コーナー”設置（１月）　・新江別市史の発刊（３月）

・市内降雪量、過去２番目を記録（792㎝）（３月）　・道央圏連絡道路美原バイパス（美原大橋）

の開通（３月）　・小中学校の学校選択制による新１年生の入学開始（４月）　・北海道浅井学園大

学、大学名を浅井学園大学に改称（４月）　・地域交流拠点“ほっとハウスおおあさ”開所（７月）

・アートスペース“外輪船”オープン（７月）

・指定管理者制度スタート（４月）　・えべつの顔づくり事業（連続立体交差、街路、区画整理）都

市計画決定（６月）　・市民活動センター“あい”の開所（９月）　・大麻の一部を大麻桜木町、大

麻ひかり町に町名変更（10月）　・夜間急病センター錦町に移転開設（10月）　・市国民保護計画の

策定（11月）

・江別市、新篠津村合併協議会の設置（１月）　・市雪対策基本計画の策定（３月）　・みどり保育園、

公設民営化開始（４月）　・浅井学園大学、大学名を北翔大学に改称（４月）　・第６代市長に三好昇

就任（５月）　・江別駅前民間再開発事業の商業業務棟“えべつみらいビル”、福祉棟“江別ケアパー

クそよ風”竣工（11月）　・介護付有料老人ホーム“江別ケアパークそよ風”の開所（12月）

・後期高齢者医療制度スタート（４月）　・ＪＲ野幌駅周辺鉄道高架橋工事本格着工（８月）　・江

別市、新篠津村合併協議会の解散（合併断念決定）（９月）　・ゆるキャラ“えべチュン”誕生（10

月）・元野幌の一部を新栄台に町名変更（10月）

・市と市内４大学、江別商工会議所が“包括連携・協力に関する協定書”に調印（２月）　・第５次

市総合計画後期基本計画策定（２月）　・男女共同参画推進条例の制定（３月）　・えべつみらいビル

進出企業、ペイロール“北海道ＢＰＯ”操業開始（４月）　・自治基本条例の制定（７月）　・全国健

康福祉祭“ねんりんピック北海道・札幌2009”将棋交流大会開催（９月）　・新型インフルエンザの

流行により市内小中学校で休校相次ぐ（10月）　・大麻団地住環境活性化調査研究会“大麻団地まち

づくり指針”策定（10月）　・市水道ビジョンの策定（12月）

・局地的な大雪－市内で16日17時からの24時間降雪量82㎝（１月）　・認定こども園あけぼののびの

び保育園開園（４月）　・江別和牛生産改良組合の設立（４月）　・常陸宮妃殿下ご臨席、第29回赤十
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字北海道大会開催（８月）　・土地開発公社の解散（９月）　・第19回国勢調査、江別市戦後初の人

口減少（人口123,722人）（10月）　・鈴木章さん（北大名誉教授）ノーベル化学賞受賞（10月）

・第１回江別まち検定実施（10月）

・記録的な大雪－７日17時から18日17時までの降雪量254cm（１月）　・鈴木章さん（北大名誉教

授）に市特別栄誉賞が贈られる（２月）　・市下水道ビジョンの策定（３月）　・東日本大震災発

生、被災地へ職員派遣、物的支援を行う（３月～12月）　・江北中学校の廃校（江別第三中に統合）

（３月）　・平和市長会議に加盟（７月）　・野幌鉄道高架化、ＪＲ野幌駅新駅舎の開業（10月）　・北

海道フードコンプレックス国際戦略総合特区に指定（12月）

・中原通道路、鉄西線－鉄東線間の開通（３月）　・防災あんしんマップ全戸配布（３月）　・大麻３

遺跡出土の土偶、北海道指定有形文化財に指定（３月）　・小中学校で二学期制導入（４月）　・江

別出身の右代啓祐さん、ロンドンオリンピック（陸上競技・男子十種競技）に出場（８月）

・八幡にメガソーラー大規模太陽光発電所（江別ノーザンフロンティア発電所）稼働（２月）　・市

議会基本条例の制定（３月）　・市道６丁目通、“高砂地下歩道”の開通（３月）　・角山中学校の

廃校（中央中に統合）（３月）　・桜木紫乃さん小説“ホテルローヤル”直木賞受賞（７月）　・野

幌駅周辺地区サイクルシェアリング“のっちゃり”スタート（８月）　・土佐市と友好都市提携35周

年記念式典の開催（８月）　・元野幌の一部を大麻泉町に編入（11月）　・子育てひろば“ぽこあぽ

こ”オープン（12月）　・暴力団排除条例の制定（12月）

・第６次市総合計画“えべつ未来づくりビジョン”スタート（４月）　・平和都市宣言（８月）　・11

日からの集中豪雨（北海道初の“大雨特別警報発令”）の影響による上江別浄水場の取水停止、大規

模断水発生（９月）　・市議会インターネット中継開始（９月）　・市制60周年記念式典の開催、市

役所前庭に“平和の碑”建立（10月）　・右代啓祐さん、アジア大会陸上男子十種競技（８,088点）

で金メダル受賞（10月）　・江別駅跨線人道橋架け替え工事完成（10月）　・右代啓祐さんに市民栄

誉賞の贈呈（11月）　・野幌駅北口広場の完成（12月）　・太陽光発電所（江別グリーンエコナジー

発電所）稼働（12月）

・札幌盲学校の廃校（札幌に統合）（３月）　・新えべつ土地改良区発足（江別土地改良区と南美原土

地改良区の合併）（４月）　・えべつプレミアム商品券の販売（６月）　・ＲＴＮ地区気象庁静止気象

衛星「ひまわり８号」バックアップ施設運用開始（６月）　・江別漁業協同組合解散（６月）　・ＲＴ

Ｎパークにコープさっぽろ江別食品工場操業（７月）　・第１回平和のつどい開催（７月）　・断水対

策「原水を溜める施設」完成（９月）　・江別市民参加条例の制定（10月）　・第20回国勢調査の実施

（10月）　・消防団女性分団設立（10月）　・ペイロール、新北海道ＢＰＯセンター、野幌駅前ビルに

開所（10月）　・商業施設“ＥＢＲＩ（エブリ）”（旧ヒダ工場）プレオープン（12月）

・市道８丁目通、鉄東線－野幌駅南通間の開通（３月）　・旭通、切り替えに伴う新区間開通（３月）

・ＥＢＲＩ（旧ヒダ工場）全館オープン（３月）　・江別第一小学校の開校（江別小学校及び江別第三

小学校の統合）（４月）　・熊本地震の支援で市建設部職員２人を熊本市に派遣（４月）　・右代啓祐

さん、リオデジャネイロオリンピック（陸上競技・男子十種競技）に出場（８月）　・よつば保育園

の開設（白樺保育園と若草乳児保育園の統合）（11月）

・えべつ観光特使を任命（１月）　・旧岡田倉庫が江別市指定文化財に指定（１月）　・健康都市宣

言（４月）　・都市と農村の交流センター“えみくる”オープン（４月）　・野菜の駅“ふれあいフ

ァームしのつ”オープン（５月）　・右代啓祐さん、世界陸上（陸上競技・男子十種競技）に出場（８

月）　・江別太小学校合唱団がNHK全国学校音楽コンクール全国コンクールに出場（10月）　・健康

都市宣言記念えべつ健康フェスタ開催（10月）　・グレシャム市との姉妹都市提携40周年記念祝賀会

開催（10月）　・江別市成年後見支援センター開設（11月）　・NOPPOROイルミネーションスタ

ート（12月）

・角山小学校の廃校（対雁小学校に統合）（３月）　・複合施設“ゆめちからテラス”オープン（５

月）　・右代啓祐さん、アジア大会陸上男子十種競技（７,878点）で２大会連続の金メダル受賞（８

月）　・土佐市友好都市提携40周年記念式典、祝賀会開催（８月）　・台風21号による強風被害発生

（９月）　・胆振東部地震発生、震度５強を記録（９月）
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